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最も有名ながん原蛋白質の一つである c-Myc は正常時、Max とヘテロタダイマーを形成し、核内転写因

子として下流分子の発現を制御することで細胞の増殖・分化のバランスを維持している。ところが、様々

ながん種において c-Myc 遺伝子の増幅、変異、転座などの異常が見出されており、特に骨髄系腫瘍やリン

パ腫系腫瘍において c-Myc の過剰発現が報告されている。c-Myc は正常細胞では細胞内に多く蓄積しない

よう調節されているが、変異が生じてリン酸化されなくなると、プロテアソームによって分解されずに異

常凝集が起こる。しかしながら、この凝集物の実態および、そこでの現象は全くの未解明である。 
本研究の目的は、c-Myc による細胞核内での液滴形成について解析し、がん細胞の増殖における分子機

構を解明することである。c-Myc が細胞核内に過剰に存在すると標的遺伝子の発現レベルを変化させ、腫

瘍化につながると考えられている。申請者はすでに細胞核内にて c-Myc が液滴を形成することを捉えてい

るが、c-Myc の過剰発現や異常凝集が生じることでその転写調節機能がなぜ変化してしまうのか、そのメ

カニズムは分かっていない。そこで in vitro で c-Myc の複合状態もしくは凝集体を捉えるため、物理化学

的分析装置の中では比較的低濃度で生体高分子を分析することが可能である Mass Photometry を利用し

た。その結果、c-Myc の異なる複合状態を観測することに成功した。 
 
 
 


